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厚生労働省が開催している「雇用の分野における女性活躍推進に関する検

討会」では、労働者が直面している様々なハラスメントに関する現状について、

いくつかの団体へのヒアリングが行われている。4月12日と26日には、カスタ

マーハラスメント（カスハラ）に関する実態報告として連合を通じてJR連合が実

態を報告する機会が与えられた。 

JR連合は、カスハラの中には、労働組合と会社の取り組みだけでは解決でき

ない多くの課題があることから、世間や利用者への啓発を含めた世論形成が

何より必要であることを出席者へ強く訴えた。今回のヒアリングで用いられた

資料は、厚生労働省のHPに公開されているのでぜひご確認いただきたい。 

ＪＲ連合および加盟組織の課題認識 
（法制化にあたり求めたいこと） 

１．カスハラの明確な定義と明示、社会全体での認識の共有・強化 

２．無断での写真や動画撮影と、ＳＮＳ投稿・拡散への対応 

３．サービス提供の中止を可能とする仕組みの創設 

▲当日のJR連合の報告資料の一部（厚生労働省のHPにも掲載） 

ＪＲ連合佐賀県協も、JR連合の一

員として取り組みに連携していきま

す。カスハラに関する具体的な事例

等がありましたらご報告下さい！ 


